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総
会
開
催
に
当
り
、
事
前
に
議
案
書

を
全
会
員
に
配
布
し
て
出
席
要
請
し
た

結
果
、
当
日
出
席
83
名
、
委
任
状
提
出

５
３
６
名
と
な
り
、
定
款
で
定
め
る
総

会
成
立
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
午
後
４
時
30
分
に
始
め
ら

れ
、
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
池
田

求
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
事
の
前
に
行
わ
れ
た
令
和
４
年
度

功
労
者
表
彰
式
で
、
永
年
勤
続
功
労
役

員
、
会
員
増
強
に
尽
力
さ
れ
た
役
員
、

目
標
を
達
成
し
た
地
区
、
研
修
会
等
事

業
推
進
者
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、

今
回
退
任
す
る
理
事
３
名
の
方
が
感
謝

状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告

と
収
支
決
算
の
説
明
が
あ
り
、
監
査
報

　
第
12
回
通
常
総
会
が
５
月
24
日
㈬
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
で
開
催
さ
れ
、

議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ

い
て
は
、
役
員
候
補
41
名
（
再
任
理
事

33
名
と
新
任
理
事
６
名
、
再
任
監
事
２

名
）
一
人
ず
つ
の
説
明
が
あ
り
、
全
員

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
総
会
後
に
行
わ

れ
た
理
事
会
で
正
副
会
長
全
員
が
再

任
）。
会
費
規
程
の
一
部
改
正
（
会
費

値
上
げ
）
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。
ま
た
、
令
和
５
年
度
事
業

計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
理
事
会

の
承
認
を
受
け
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
熊
一
臣　

酒
田
税
務
署

長
様
、
村
山
朋
也　

山
形
県
庄
内
総
合

支
庁
長
様
か
ら
来
賓
を
代
表
し
て
ご
祝

辞
を
頂
戴
し
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
会
で
は
、
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
の
小
川

和
久
氏
か
ら
約
１
３
０
名
の
聴
衆
を
前

に
、
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
懇
談
会
を
開

催
し
、
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

～ 

地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に 

～

JJJJJ

JJJJJ

挨拶する 池田 会長

⑴
永
年
勤
続

　
　
　
　
　
功
労
役
員
表
彰

　
　
齋
　
藤
　
英
　
輔

　
　
　
　
　
　
フ
ジ
ク
ラ
産
業
㈱

　
　
西
　
村
　
　
　
修

　
　
　
　
　
　
仮
設
機
材
工
業
㈱

　
　
大
　
谷
　
正
　
樹

　
　
　
　
　
　
㈱
大
谷
事
務
機

⑵
会
員
増
強
運
動

　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

　
　
船
　
木
　
博
　
成

　
　
　
　
　
　
三
協
建
設
工
業
㈱

⑶
会
員
増
強

　
　
　
目
標
達
成
地
区
表
彰

　
北
部
地
区
　

地
区
長

　
　
大
　
場
　
弥
　
市

　
　
　
　
　
　
大
場
建
設
㈱

⑷
研
修
会
等

　
　
　
　
事
業
推
進
者
表
彰

　
　
加
　
藤
　
　
　
聡
（
代
理
）

　
　
　
　
　
　
加
藤
総
業
㈱

　
　
井
　
上
　
義
　
裕

　
　
　
　
　
　
㈱
新
和
設
備

　
　
池
　
田
　
　
　
香

　
　
　
　
　
　
㈲
不
　
　
二

表
彰
を

受
け
ら
れ
た
皆
様

（
敬
称
略
）
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令
和
５
年
度

　
　
事
業
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
第
12
回
通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
た

「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
は
令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会

で
承
認
を
受
け
て
報
告
し
た
も
の
で

す
。

基　
本　
方　
針

　

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
税
制
に
関
す
る
提
言
を

行
う
と
と
も
に
、
公
益
性
の
高
い
社

会
貢
献
事
業
を
推
進
し
、
併
せ
て
組

織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
会
員

増
強
と
、
会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓

発
の
支
援
に
努
め
、
加
え
て
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

企
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

公
１
の
事
業

　

適
正
で
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の

維
持
発
展
を
図
る
た
め
、
会
員
以
外

の
企
業
も
含
め
て
税
法
・
税
務
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
同
時
に
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め

に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
制
改
正
に
関
す
る
活
動
は
、
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

法
人
会
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
全

法
連
に
よ
る
内
閣
・
主
要
政
党
に
対

す
る
税
制
改
正
提
言
活
動
と
連
動
し
、

当
会
の
独
自
提
言
も
加
え
て
地
元
自

治
体
と
議
会
に
提
言
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

租
税
教
育
事
業
と
し
て
、
未
来
の

納
税
者
で
あ
る
小
学
生
か
ら
税
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、

「
出
前
租
税
教
室
」
を
、
酒
田
市
無

形
民
俗
文
化
財
「
庄
内
出
羽
人
形
芝

居
」
の
津
盛
柳
貮
郎
氏
と
連
携
し
て

西
荒
瀬
、
広
野
、
平
田
、
松
山
の
４

小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ

い
て
は
、
酒
田
市
と
遊
佐
町
の
全
小

学
校
の
６
年
生
を
対
象
に
広
く
募
集

し
、
優
秀
作
品
は
、
確
定
申
告
の
期

間
中
に
申
告
会
場
と
市
役
所
に
展
示

し
て
市
民
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
事
業
の
際
に

掲
示
し
ま
す
。

公
２
の
事
業

　

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
、

社
会
の
健
全
な
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
広
く
一
般
企
業
や
住

民
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
多
彩
な
社
会
貢
献
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
原

則
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、
地
域

企
業
と
地
域
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
公
１
と
公
２
の
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
社

団
法
人
に
課
さ
れ
て
い
る
公
益
事
業

比
率
な
ど
、
３
つ
の
財
務
基
準
を
満

た
す
こ
と
に
配
慮
し
た
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
流
事
業
等

　

会
員
企
業
や
従
業
員
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
、

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
、
ア
フ
ラ
ッ
ク

生
命
保
険
㈱
の
保
険
三
社
と
連
携
し

て
、
会
員
企
業
に
情
報
提
供
、
普
及

に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
書
籍
の
販
売
を
す
る

【
収
１
】
事
業
や
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
を
図
る
【
他
１
】
事
業
も
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
織
強
化
と
活
発
な
活
動
を
継
続

す
る
た
め
に
は
組
織
の
強
化
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
も
会
員
数
が

減
少
す
る
中
、
当
地
域
に
お
い
て
も

稼
働
法
人
の
減
少
傾
向
も
重
な
り
、

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
経

済
を
揺
る
が
し
、
当
会
に
と
っ
て
も

そ
の
影
響
は
甚
大
で
す
。
一
刻
も
早

い
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま
す

が
、
当
会
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
を

全
力
で
行
い
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て

も
理
事
会
、
地
区
役
員
会
を
中
心
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
に
も
繋
が
り
を
駆
使
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

● 

来
賓
挨
拶 

●

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
長

　
　
　
村　
山　
朋　
也 

様

酒
田
税
務
署
長

　
　
　
小　
熊　
一　
臣 

様
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第12回　通常総会　記念講演会

ウクライナ戦争・台湾有事
〜 緊迫する国際情勢と日本 〜

軍事アナリスト　小 川 和 久 　氏

【 

軍
事
侵
攻
一
年 

】

　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
が
広
島
に
来
て
、
ロ
シ
ア
に
対

す
る
国
際
社
会
の
結
束
を
見
せ
つ
け

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
反
転
攻
勢
に
出

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
決
着

つ
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
そ
う
簡
単
に
権
力
を
手
放
さ

な
い
だ
ろ
う
し
、
後
継
者
が
出
て
来

て
も
プ
ー
チ
ン
の
路
線
を
取
る
限
り

戦
争
は
終
わ
ら
な
い
。
戦
争
を
止
め

る
と
ロ
シ
ア
が
言
っ
て
も
、
ロ
シ
ア
軍

が
占
領
し
て
い
る
限
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
は
受
け
入
れ
な
い
。
一
番
良
く
な
い

の
は
朝
鮮
戦
争
型
に
な
る
こ
と
。
朝

鮮
戦
争
は
休
戦
に
な
っ
た
が
、
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。
何
年
経
っ
て
も
い

つ
火
を
噴
く
か
、
お
互
い
に
沸
々
と

憎
し
み
が
煮
え
た
ぎ
る
中
で
続
い
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
。

【 

核
兵
器
使
用
の
脅
し 

】

　
２
０
２
０
年
６
月
２
日
、
プ
ー
チ

ン
が
文
書
に
サ
イ
ン
し
た
。
４
つ
の
条

件
を
満
た
し
た
攻
撃
が
ロ
シ
ア
に
対

し
て
行
わ
れ
た
場
合
、
相
手
が
核
兵

器
を
使
っ
て
い
な
く
て
も
躊
躇
な
く

核
兵
器
で
反
撃
す
る
と
。
負
け
戦
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
核
に
手
を
か
け
や

す
い
国
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

【 

緒
戦
か
ら
劣
勢
だ
っ
た
ロ
シ
ア 

】

　

ロ
シ
ア
が
キ
ー
ウ
を
攻
め
て
撤
退

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
陸
軍
に
泥
将
軍

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
去
年
２
月
24

日
、
普
通
の
年
で
あ
れ
ば
あ
の
辺
は

コ
チ
ン
コ
チ
ン
に
凍
っ
て
い
る
か
ら

戦
車
や
装
甲
車
で
突
っ
込
ん
で
行
け

る
が
、
去
年
は
凍
ら
な
か
っ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
国
土
は
粒
子
が
細
か
く
、

素
晴
ら
し
い
肥
沃
な
土
地
だ
が
、
泥

の
時
期
は
戦
車
が
動
け
な
い
ぐ
ら
い

に
な
る
。
戦
車
が
主
要
幹
線
道
路
に

集
ま
り
渋
滞
し
、
動
き
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
元
々
Ｋ
Ｇ
Ｂ
と

い
う
情
報
機
関
出
身
だ
か
ら
、
特
殊

部
隊
を
使
っ
た
作
戦
は
経
験
が
あ
る
。

特
殊
部
隊
20
人
か
30
人
で
、
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
良
く
動
い
て
キ
ー
ウ
を
２
日

ぐ
ら
い
で
落
と
す
と
言
っ
て
い
た
。
軍

事
組
織
は
巨
大
で
鈍
重
、
泥
な
ん
か

あ
っ
た
ら
動
け
な
い
。
泥
で
ダ
メ
だ
と

い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
プ
ー
チ

ン
に
逆
ら
え
な
い
か
ら
渋
々
攻
め
込

ん
で
失
敗
し
た
。

【 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
善
戦
の
秘
密 

】

　

２
０
１
４
年
に
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア

半
島
を
併
合
し
た
が
、
12
万
人
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
兵
の
う
ち
戦
闘
可
能
な
の

は
５
千
人
だ
け
だ
っ
た
。
軍
隊
が
ダ

メ
だ
っ
た
の
は
国
が
ダ
メ
だ
っ
た
か
ら
。

旧
ソ
連
圏
で
自
立
に
成
功
し
た
の
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
失
敗
し
た
の
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
。政
治
が
混
乱
し
、軍
隊
も
汚
職・

腐
敗
・
堕
落
の
世
界
だ
っ
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
ま
と
も
で
な
い
と
ロ
シ
ア
と

西
側
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
ら
な
い
か
ら
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
自
国
を
守
れ
る
よ
う

米
英
が
徹
底
的
に
鍛
え
上
げ
、
そ
の

結
果
、
国
民
の
多
く
が
自
国
の
戦
力

と
し
て
動
け
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　
ロ
シ
ア
側
が
負
け
て
い
る
の
は
、
招

集
さ
れ
訓
練
受
け
て
い
な
い
新
兵
ば

か
り
と
言
わ
れ
て
い
て
、
そ
う
い
う

面
も
な
い
で
は
な
い
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
計
画
的
に
師
団
長
や
佐
官
な
ど

の
上
を
狙
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は

元
々
ソ
連
軍
で
考
え
方
、
弱
点
を
全

部
知
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
軍
は
上
が
決

め
な
い
と
下
は
全
然
動
き
が
取
れ
ず
、

判
断
で
き
な
い
。
師
団
長
や
軍
団
長
、

そ
の
下
の
佐
官
、
大
佐
や
中
佐
を
ボ

コ
ボ
コ
や
っ
た
。
そ
れ
で
ロ
シ
ア
軍
が

身
動
き
で
き
な
く
な
っ
た
。

【 

戦
争
終
結
の
選
択
肢 

】

　

プ
ー
チ
ン
が
権
力
を
手
放
す
か
ど

う
か
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
朝

鮮
戦
争
型
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
日
本
は

軍
事
援
助
は
で
き
な
い
が
、
知
恵
を

絞
っ
て
力
を
貸
す
こ
と
が
大
事
。

【 

台
湾
有
事 

】

　

中
国
軍
の
台
湾
侵
攻
に
は
、
史
上

最
大
の
作
戦
と
言
わ
れ
た
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
規
模
、
百
万
の
兵

力
が
必
要
。
百
万
人
の
軍
隊
を
輸
送

す
る
の
に
必
要
な
船
は
３
千
万
か
ら

５
千
万
ト
ン
。
中
国
は
全
部
の
船
を

集
め
て
も
６
千
２
百
万
ト
ン
。

　

仮
に
輸
送
能
力
を
持
っ
た
場
合
で

も
、
中
国
の
侵
攻
に
備
え
て
対
艦
戦

闘
能
力
を
突
出
さ
せ
て
い
る
台
湾
の

攻
撃
を
突
破
す
る
能
力
は
中
国
軍
に

は
な
い
。
つ
ま
り
作
戦
は
成
り
立
た

な
い
。

【 

中
国
の
目
標
は
２
０
４
９
年 

】

　

中
国
軍
は
ハ
イ
テ
ク
化
を
進
め
て

い
る
が
、
そ
れ
を
支
え
る
軍
事
イ
ン

フ
ラ
は
未
整
備
。
中
国
の
国
家
目
標

は
、
建
国
百
周
年
の
２
０
４
９
年
ま

で
ア
メ
リ
カ
を
追
い
抜
く
こ
と
。
つ
ま

ず
い
て
転
ぶ
訳
に
は
い
か
な
い
。
安

全
運
転
中
。

【 

北
朝
鮮
の
動
向 

】

　

大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
北
朝
鮮

の
体
制
を
ア
メ
リ
カ
に
保
障
し
て
も

ら
う
た
め
の
カ
ー
ド
。
北
朝
鮮
が
危

険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
正
面

か
ら
向
き
合
っ
て
い
か
な
い
と
、
拉
致

問
題
も
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。

講師プロフィール

1945年、熊本県生まれ。陸上自衛隊
生徒教育隊・航空学校修了。地方新聞
記者、週刊誌記者を経て、日本初の軍
事アナリストとして独立。国家安全保
障に関する官邸機能強化会議議員、日
本紛争予防センター理事、内閣官房危
機管理研究会主査などを歴任。小渕内
閣でドクター・ヘリ実現に中心的役割
を果たした。2012年から静岡県立大
学特任教授として静岡県の危機管理体
制の改善に取り組んでいる。
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これまでの会費 新しい会費（令和６年度から）

資本金または出資総額
会　　費 会　　費

正会員
賛助会員

正会員
賛助会員

一　般 協同組合等 一　般 協同組合等
1円以上 ～ 300万円未満 3,000円 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 4,000円

300万円以上 ～ 500万円未満 5,000円 3,000円 3,000円 6,000円 4,000円 4,000円
500万円以上 ～ 1,000万円未満 7,000円 3,500円 3,500円 9,000円 4,500円 4,500円

1,000万円以上 ～ 2,000万円未満 9,000円 4,500円 4,500円 11,000円 5,500円 5,500円
2,000万円以上 ～ 3,000万円未満 12,000円 6,000円 6,000円 15,000円 7,500円 7,500円
3,000万円以上 ～ 5,000万円未満 15,000円 7,500円 7,500円 18,000円 9,000円 9,000円
5,000万円以上 20,000円 10,000円 10,000円 24,000円 12,000円 12,000円

系列法人
非営利法人

（賛助会員のうち　個人）
3,000円 4,000円

　第12回通常総会において、会費規程の一部改正が承認されました。令和６年度から20％（一部20％強）会費が
アップします。よろしくお願いします。

令和６年度から会費が変わります令和６年度から会費が変わります

新会員のご紹介新会員のご紹介 新理事のご紹介
　令和４年度入会いただきました。どうぞよろしくお
願いいたします。

　任期満了に伴う役員改選が行われ、上林直樹、和島
公、庄司茂正、渡部佐界、佐々木聖子の５名の理事が
退任され、新たに松宮竜也、横瀬夏樹、田口大志、小
野木聡美、渡部敦、大川賢一の６名が理事に就任され
ました。
　また、総会終了後に開催された理事会において、池
田求会長と５名の副会長（齋藤英輔、斉藤透、尾沼馨、
林浩一郎、前田直之）が再任されました。

（50音順　敬称略）

法　　人　　名 代表者 所　　在　　地

㈲アルミ工房サイト 齋藤　喜幸 遊佐町吉出字金俣155

居酒屋七福 山城　秀和 駅東1-5-2

エンタ板金工業㈱ 遠田　富夫 上安町3-7-37

お顔そり専門店 ａｍｏ 土田　紀子 こあら2-17-11

さかたセントラルホテル 井上　礼子 中央東町4-22

㈱三協社 皆川　直人 富士見町3-2-55

㈱水産資源再生機構 林　浩一郎 幸町1-6-6

たかはし農園 高橋　春樹 北沢字仁枚田45-2

土筆㈱ 佐々木大祐 こがね町1-12-20

㈱トベ　酒田営業所 後藤　　裕 亀ヶ崎6-7-15

なでしこプランニング㈱ 荘司　章子 手蔵田字村建8

㈱ハナクロ 吉泉　大輝 庄内町久田字久田55

㈱ハマダ 濱田　幸司 遊佐町藤崎字簀垣下12-4

㈱ヒラムキ 平向　　篤 東両羽町5-3

㈱藤本 髙橋　正晃 遊佐町遊佐字舞鶴76

ミカワ精工㈱ 金内　　隆 東町1-14-23 大川　賢一　氏
日本海水産㈱

田口　大志　氏
酒田共同火力発電㈱

渡部　　敦　氏
庄内園芸緑化㈱

横瀬　夏樹　氏
㈱丸高

小野木聡美　氏
㈱大商金山牧場

松宮　竜也　氏
協栄建設㈱
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　近年、地震、台風、洪水など自然災害が多発して
おり、企業には様々なリスクへの対応力が求められ
ています。この機会に「事業継続力強化計画」につ
いて、しっかり学びましょう！

日時　令和５年９月２０日㈬
　　　午後２時～４時
会場　酒田市総合文化センター
　　　　　　　　３０９・３１０
講師　株式会社ＢＣＰＪＡＰＡＮ
　　　代表取締役　山口　泰信 氏

中小企業の
“防災・減災”対策セミナー
～ 事業継続力強化計画の策定に向けて ～

＜ＡＩＧ損害保険㈱との共催事業＞ 4月視聴ランキング

☆いつでも、どこでも、好きなだけご利用いただけ
　ます
☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます
☆忙しくて研修会に参加できない方に最適です
☆新型コロナ対策に是非ご活用ください！

インターネットセミナーの活用を！

◎視聴の仕方
酒田法人会のホームページから
【インターネットセミナー】
　　　　　　　　　　を選択
【酒田法人会様　ログイン】
　　　　　　　　　　を選択
ログインＩＤは【ｈｊ１７０９】
パスワードは【４７７２】

退任理事に感謝状贈呈
　この度の総会で退任された、上林直樹、庄司茂正、渡
部佐界の３名の理事に対して感謝状を贈呈いたしました
（庄司茂正理事はこの日、欠席のため、後日事務局が感
謝状を伝達）。
　長年、理事として法人会活動を支えていただいたこと
に加えて、地区役員と
して会員増強運動にご
尽力いただいたご功績
に対するものです。長
い間、本当にありがと
うございました。

経営
セミナー
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第12回 通常総会が開催されました第12回 通常総会が開催されました
　酒田法人会の事業の推進に当たり、中心組織である「青年部会」「女性部会」「研修部会（三水会）」
の第12回通常総会が、親会に先立ってそれぞれ開催されました。

研修部会　４月21日㈮　12：45 ～　ホテルリッチ＆ガーデン酒田ー
女性部会　４月25日㈫　10：30 ～　ホテルリッチ＆ガーデン酒田
青年部会　５月11日㈭　18：30 ～　酒田駅前交流拠点施設ミライニ

  

過
日
開
催
さ
れ
た
女
性
部
会
総
会
に

お
い
て
部
会
長
と
し
て
ご
承
認
を
頂
き

ま
し
た
。

 

ま
た
日
頃
よ
り
女
性
部
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
も
五
類
に
分
類
さ

れ
、
今
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
様
々
な

　

こ
の
度
の
総
会
に
お
い
て
今
期
部
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
日
本
海
水
産

㈱
の
大
川
と
申
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
５
種
に

移
行
し
た
事
か
ら
、
今
年
度
か
ら
は

色
々
な
行
事
が
再
開
さ
れ
る
事
と
思
い

ま
す
。
特
に
今
年
度
は
「
全
国
青
年
の

集
い
」
い
わ
ゆ
る
全
国
大
会
が
山
形
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
酒
田
法
人
会
青
年

部
会
で
は
、
阿
部
健
太
郎
さ
ん
を
中
心

事
が
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
計
画
と
し
て
は
、
継
続
事

業
と
し
て
青
年
部
会
と
の
共
同
事
業

で
あ
る
「
出
前
租
税
教
室
」、

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
加
え
、
健
康

セ
ミ
ナ
ー
「
貯
筋
を
目
指
そ

う
」
を
７
月
に
開
催
予
定
と

し
、
課
外
研
修
は
秋
頃
を
目

処
に
楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
研
修
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

  

新
体
制
に
お
い
て
も
笑
顔

と
元
氣
パ
ワ
ー
を
引
き
継
い

に
部
会
長
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー

と
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

酒
田
法
人
会
青
年
部
会
は
今
年
度
で

30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
は
特

別
に
行
わ
な
い
予
定
で
す
が
、「
ラ
ン

ナ
ー
～
青
年
部
会
だ
よ
り
」

で
特
集
を
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
歴
代
部
会
長
様

に
も
原
稿
依
頼
が
あ
る
か
と

は
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
日
の
新
春
の
集
い
で
、

全
法
連
青
連
協
第
17
代
会
長

　

佐
藤
智
樹
様
の
講
演
に
て
、

青
年
部
会
の
「
３
本
柱
」
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
部
会
員
増
強
運
動
」「
租
税

教
室
」「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康

経
営
」
で
す
。
特
に
「
健
康
経
営
」
に

つ
い
て
は
全
法
連
で
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
企
業
の
登
録
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
頼
り
な
い
部
会
長
で
す
が
、

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

で
、
副
部
会
長
・
役
員
の
皆
様
と
共
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
部
会

青
年
部
会

女性部会長
小野木聡美

青年部会長
大川　賢一

　

本
年
４
月
の
第
12
回
研
修
部
会
（
三
水

会
）
通
常
総
会
で
部
会
長
の
大
任
を
拝
し

ま
し
た
丸
本
器
械
㈱
土
井
淳
（
ど
い
あ
つ

し
）
と
申
し
ま
す
。
弊
社
の
研
修
部
会
入

会
は
、
平
成
22
年
で
す
。
同
じ
総
務
・
経

理
・
税
務
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
人
脈

が
で
き
た
こ
と
と
毎
年
変
わ
る
法
律
改
正

情
報
を
早
い
時
期
に
キ
ャ
ッ
チ
し
学
ば
れ

る
こ
と
に
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
研
修
内
容
は
、
総
務
・
経
理
・
税
務

以
外
に
も
そ
の
時
節
の
関
心
事
の
中
か
ら

テ
ー
マ
を
絞
り
、
毎
月
専
門
講
師
よ
り
講

義
を
頂
き
、
会
員
の
幅
広
い
知
識
向
上
と

そ
の
成
果
を
各
事
業
所
で
役
立
た
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
10
月
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
来
年

１
月
か
ら
の
電
子
帳
簿
保
存
法
に
対
す
る

Ｄ
Ｘ
化
に
各
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
、

対
処
方
法
等
を
同
じ
境
遇
の
仲
間
同
士
で

対
話
す
る
こ
と
で
、
順
調
に
遂
行
で
き
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
毎
月
の
例
会
へ
の

参
加
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

研
修
部
会
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

部
会
長
：
土
井　
　

淳

副
部
会
長
：
三
浦　

良
一

幹　
　

事
：
荒
井　
　

修
・
鍋
倉　
　

徹

　
　
　
　
　

池
田　

順
一
・
池
田　

信
也

　
　
　
　
　

鈴
木
啓
一
郎
・
齊
藤　

修
一

（
新
幹
事
）
齊
藤　
　

薫

研
修
部
会
（
三
水
会
）研修部会長

土井　　淳

卒業生の卒業生の
鈴木篤鈴木篤さんさん、齋藤健太郎、齋藤健太郎さんさん、池田大輔、池田大輔さんさん記念講演会講師の安川副市長を囲んで記念講演会講師の安川副市長を囲んで

令和５年度　３部会
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